
大河ドラマを契機とした滑川町の魅力発信事業（滑川町）

魅力ある地域づくり事業

【目的】
令和４年放送予定の大河ドラマ「鎌倉殿の13人」を契機とした観光振興及び地域活性化
【概要】

大河ドラマの登場人物である比企尼の館跡を案内する看板・のぼり等の設置、町内産の谷津田米
の販売促進物の作成、郷土の歴史を伝える紙芝居による啓発等の広報事業を実施する。

要望額：４４０万円（総事業費：８８５万円）

①館跡・森林公園駅前看板設置
②のぼり旗・横断幕・懸垂幕設置
③館跡PRチラシ作成

２ 谷津田米を食べてもらう事業
（66万円）

＜三門館跡（伝比企尼館）＞ ＜比企尼＞

３ 郷土の歴史を伝える事業
（130万円）

①販売促進シール（商品貼付）・PR動画作成
②スタッフジャンパー作成（イベント用）

「源頼朝が食べた谷津田米」
という新たな価値を創造

１ 比企尼館跡を知ってもらう事業
（689万円）

【大河ドラマに関連する町の地域資源】

＜谷津田米＞

①紙芝居制作・配布
（保育園・小学校・図書館など）

空堀・土塁が現存 滑川町が農業遺産（日本・世界）への登録
を目指す「谷津沼農業」により生産

・鎌倉殿の13人の一人、比企能員の
養母で、源頼朝の乳母。

・伊豆に流されていた源頼朝に米な
どの物資を支援していたと伝わる。


